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１．はじめに 

 舗装の性能規定として低騒音が実施されてきている。舗設直後及び 1 年後の騒音レベルの規定値を満足す

る舗装の低騒音化技術に対して、著者らは排水性舗装の骨材と配合及び路面テクスチャに着目した研究１）２）

３）を行っている。本報告は排水性舗装の路面テクスチャがタイヤ／路面騒音に及ぼす影響を検討１）した続報

である。現在供用されている排水性舗装の路面プロファイルとタイヤ近傍音による方法（V=50km/h・市販タ

イヤ装着)２）で測定されたタイヤ／路面騒音のデータをもとに、路面プロファイルの評価データであるパワ

ースペクトル密度(PSD)と 1/3オクターブバンド音圧レベルとの相関分析を試み、両者に有効な相関が得られ

た。この結果、路面テクスチャを定量化した PSDが低騒音化を目的とした排水性舗装の骨材選定や粒度、配

合及び施工方法の検討に有効な指標と考えられることを示した。 

２．排水性舗装のパワースペクトル密度 

 タイヤ／路面騒音を測定した排水性舗装の路面プロファイルを、特殊パテにて路面の型取りを行ったもの

について、レーザ変位計によりサンプリング間隔 0.1mmで測定した２）。測定した排水性舗装の路面は、粗骨

材の最大粒径が 5mm、8mm、10mm、13mm

の４種類、目標空隙率が 20～23%、施工厚が

40mm～50mm で、供用後 1 年未満の全 17 箇

所である。路面プロファイルより算出された

マクロテクスチャ範囲(波長域 0.5～50mm)４）

の PSDを図－１に示す。縦軸は 1/3オクター

ブバンド PSD（m2/cycle/m）、横軸は Wave 

No.(cycle/m)で単位延長当りの波数を示す。

波数 200cycle/m 以上の PSD は、一様に減少

しているが、波数 20～200cycle/mの範囲は混

合物の配合により大きく変動した値を示し

ている。骨材の最大粒径を小粒径化するほ

ど、波数 20～200cycle/m の範囲の PSD は小

さくなる傾向が見られるが、混合物の配合に

より PSDが大きく異なっている。これは PSD

が骨材の最大粒径の他に、骨材の粒形、粒度、

配列等の路面テクスチャを形成する要因全

体を包括的に定量化する指標となっている

と考えられる。 

３．排水性舗装のパワースペクトル密度とタイヤ／路面騒音の相関分析 

 タイヤ／路面騒音の 1/3オクターブバンド音圧レベルと 1/3オクターブバンド PSDの相関分析結果を図－ 
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図－１　排水性舗装(測定17箇所)のPSD
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２に示す。ｘ軸は 1/3 オクターブバンド周波数(Hz)、Y 軸は Wave No.(cycle/m）、ｚ軸は直線回帰モデルに

対する相関数係ｒである。図－２はこの相関係数ｒの分布を３次元等高線グラフに示したものである。1/3オ

クターブバンド周波数 500～800Hz 及び 5000～8000Hz の範囲と、波数 100～500cycle/m の一部範囲において

相関係数ｒは 0.3以下の負の相関を示しているが、それ以外の全域においては正の相関を示している。即ち、

PSD を小さくするほどタ

イヤ／路面騒音の音圧レ

ベルが低くなることを示

している。このことは低

騒音舗装とする要因とし

て、排水性舗装のマクロ

テクスチャ振幅を最小に

する、とした既往の報告

５）と同義である。そして、

タイヤ／路面騒音の音圧

レベルがピークを示す

1000～2000Hz の範囲の

音圧レベルと、波数 20～

80cycle/m の範囲におけ

る PSDの相関係数 rは 0.6

以上の正の相関を示して

いる。これは、排水性舗

装のタイヤ／路面騒音の

騒音レベルを低減するに

は、先に示した特定の波

数範囲における PSDを最

小にすることが有効であ

ることを示している。 

４．まとめ 

 排水性舗装の限定された条件での路面テクスチャとタイヤ／路面騒音に関する基礎的な検討を実施し、以

下に示す結果を得た。 

①排水性舗装の路面プロファイルよりマクロテクスチャ範囲のパワースペクトル密度(PSD)を算出した。こ

の PSDは骨材の粒径、粒形、粒度、配列等により形成される路面テクスチャの定量的評価に有効である。 

②タイヤ近傍音による方法で測定されたタイヤ／路面騒音と PSDとの相関分析を行い、タイヤ／路面騒音の

ピーク騒音周波数範囲の音圧レベルと特定の波数範囲における PSDには相関が認められた。 

③低騒音に有効な排水性舗装とする骨材選定や粒度、配合及び施工方法の検討において、PSD は有効な指標

とみなせる。特定の波数範囲における PSDを最小にすることでタイヤ／路面騒音の更なる低騒音化に期待

ができる。 
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図－２　排水性舗装のＰＳＤとタイヤ／路面騒音の相関
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